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 第２号
 春日井市民病院

ホームページ　http://www.hospital.kasugai.aichi.jp
問い合わせ　春日井市民病院（☎57－0057）へ

七夕会
７月２日（水）13：30〜15：00
西２階病棟
７月８日（火）14：30〜15：30
西５階病棟
７月９日（水）15：00〜16：00
東５階病棟

ハワイアンショー

８月２日（土）14：00〜14：30

１階中央ホール

市民病院の主な行事

　

４
月
１
日
〜
５
月
16
日
の

間
、
新
人
看
護
師
の
研
修
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

最
初
の
週
は
、
市
民
病
院

の
紹
介
や
看
護
の
あ
り
方
な

ど
を
全
員
で
聴
講
し
、
2
週

目
か
ら
は
実
技
研
修
に
入
り

ま
し
た
。
新
人
看
護
師
は
5

〜
8
人
の
グ
ル
ー
プ
に
な
っ

て
、
注
射
・
酸
素
投
与
・
輸

液
管
理
・
心
電
図
モ
ニ
タ
ー

の
観
察
・
病
院
シ
ス
テ
ム
の

操
作
な
ど
を
学
び
ま
し
た
。

　

師
長
や
主
査
看
護
師
の
熱

心
な
指
導
の
も
と
、
新
人
看

護
師
は
真
剣
な
面
持
ち
で
シ

ス
テ
ム
や
器
械
を
操
作
し
た

り
、
疑
問
点
に
つ
い
て
質
問

し
た
り
、
指
導
内
容
を
確
認

し
た
り
し
て
い
ま
し
た
。

清
掃
活
動

　

５
月
20
日
3
、
市
民
病
院
周
辺
で
清

掃
活
動
が
行
わ
れ
、
病
院
職
員
ら
１
５

０
人
が
参
加
し
て
、
ご
み
回
収
や
草
抜

き
を
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
研
修
に
参
加
し
た
小
林
さ

ん
の
感
想
で
す
。

　

私
た
ち
は
、
と
て
も
恵
ま
れ
た
環

境
で
研
修
が
で
き
た
と
思
い
ま
す
。

6
人
程
度
の
グ
ル
ー
プ
で
行
う
の
で

質
問
し
や
す
く
、
そ
の
場
で
疑
問
を

解
決
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、
実
際
の

病
棟
で
行
っ
た
の
で
、
イ
メ
ー
ジ
し

や
す
く
、
す
ぐ
に
実
践
で
き
る
こ
と

で
、
技
術
を
習
得
で
き
ま
し
た
。

　
　
　
　

東
７
階
病
棟　

小
林
千
花

Mobile MIMASの携帯端末と特徴
　
高速画像転送
ＣＤＭＡ　Ｘ１とＷＩＮ
端末を用いることにより
短時間で画像転送が可能。
伝送速度　下り最大2.4M
bit/秒
ＣＴ画像１枚あたり１〜
２秒
高画質・高圧縮
静止画像符号化の国際基
準であるJPEG2000を用い
て医用画像を圧縮。（従来
のJPEGの２倍以上の圧縮
効果）高画質医用画像の
高速画像伝送が可能。　

※ＫＤＤＩ資料より一部改変

　

市
民
病
院
で
は
、
救
急
患
者
さ

ん
に
行
っ
た
頭
部
の
C
T
画
像
を

携
帯
電
話
を
用
い
て
、
病
院
外
に

い
る
脳
神
経
外
科
医
師
が
閲
覧
で

き
る
態
勢
を
と
っ
て
い
ま
す
。
こ

れ
に
よ
っ
て
異
常
の
見
落
と
し
や

　
　
　
　
　
　

誤
診
の
危
険
性
が

　
　
　
　
　
　

減
少
し
、
早
期
診

　
　
　
　
　
　

断
、
早
期
治
療
が

　
　
　
　
　
　

可
能
に
な
っ
て
い

　
　
　
　
　
　

ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　

こ
の
シ
ス
テ
ム

　
　
　
　
　
　

で
は
、
市
民
病
院

　
　
　
　
　
　

の
３
名
の
脳
神
経

　
　
　
　
　
　

外
科
医
常
勤
医
が

　
　
　
　
　
　

各
自
携
帯
電
話
端

　
　
　
　
　
　

末
を
持
ち
、
必
要

　
　
　
　
　
　

な
と
き
に
自
分
の

　
　
　
　
　
　

パ
ス
ワ
ー
ド
で
名

　
　
　
　
　
　

古
屋
大
学
内
の
サ

　
　
　
　
　
　

ー
バ
に
ア
ク
セ
ス

　
　
　
　
　
　

で
き
ま
す
。
デ
ー

　
　
　
　
　
　

タ
は
高
速
で
伝
送

　
　
　
　
　
　

さ
れ
る
の
で
、
Ｃ

Ｔ
画
像
を
閲
覧
す

る
の
に
通
常
１
分

か
か
り
ま
せ
ん
。

　

救
急
外
来
患
者

さ
ん
の
頭
部
Ｃ
Ｔ

画
像
は
、
ま
ず
初

期
診
療
担
当
の
医

師
が
指
示
を
出
し

て
読
影
し
ま
す
。

も
し
判
読
に
悩
む

よ
う
な
症
例
に
遭

遇
し
た
と
き
に
は
、

即
座
に
画
像
を
サ

ー
バ
に
伝
送
し
て
、

脳
神
経
外
科
医
に

よ
る
診
断
を
受
け

る
こ
と
が
可
能
で

す
。
こ
の
た
め
、

以
前
の
よ
う
に
、

頭
部
Ｃ
Ｔ
画
像
の

読
影
の
た
め
だ
け

に
夜
間
緊
急
出
勤

す
る
必
要
が
な
く

な
り
ま
し
た
。

　

平
成
19
年
に
は
、
３
万
６
６
４

１
名
の
時
間
外
救
急
患
者
の
う
ち
、

頭
部
Ｃ
Ｔ
ス
キ
ャ
ン
は
２
５
３
９

例
行
い
、
画
像
伝
送
を
行
っ
た
の

は
、
70
回
で
し
た
。

　

シ
ス
テ
ム
の
安
全
性
に
つ
い
て

は
、
専
用
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
利
用

や
サ
ー
バ
へ
の
ア
ク
セ
ス
管
理
の

導
入
な
ど
の
対
策
を
行
っ
て
い
る

た
め
、
医
療
情
報
や
個
人
情
報
な

ど
が
外
部
に
漏
れ
る
こ
と
は
あ
り

ま
せ
ん
。

　

携
帯
電
話
端
末
を
用
い
た
医
用

画
像
高
速
伝
送
表
示
シ
ス
テ
ム
の

導
入
に
よ
っ
て
、
救
急
外
来
の
初

期
診
療
医
に
よ
る
、
頭
部
Ｃ
Ｔ
画

像
の
誤
認
や
見
落
と
し
が
避
け
ら

れ
、
患
者
さ
ん
を
守
る
一
つ
の
手

段
と
し
て
大
変
有
効
で
す
。　
　

　
　
　

脳
神
経
外
科
　
桑
山
直
人

Mobile MIMASネットワーク構成イメージ

関連病院
大学医学部付属病院等センター病院

専門医

モバイル
ネットワークブロードバンド

ネットワーク

画像送信

画像閲覧
Mobile MIMAS
ビューア
(携帯電話)

Mobile MIMASサーバ

緊急時、専門医が画像を速やかに閲覧し、
各関連病院にアドバイスを与えることがで
きます。

病院外

※ＫＤＤＩ資料より一部改変

緊
急
時
は
院
外
で
も
頭
部

Ｃ
Ｔ
画
像
診
断
を
行
い
ま
す

緊
急
時
は
院
外
で
も
頭
部

Ｃ
Ｔ
画
像
診
断
を
行
い
ま
す

緊
急
時
は
院
外
で
も
頭
部

Ｃ
Ｔ
画
像
診
断
を
行
い
ま
す

新
人
看
護
師
研
修
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皆
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市
民
病
院
か
ら

市
民
病
院
か
ら

ご
意
見

飲
み
物
や
お
弁
当
が

食
べ
ら
れ
る
場
所
は

あ
り
ま
せ
ん
か

ご
意
見

飲
み
物
や
お
弁
当
が

食
べ
ら
れ
る
場
所
は

あ
り
ま
せ
ん
か

　

売
店
で
、
飲
み
物
や
お
弁
当

を
購
入
し
て
食
べ
ら
れ
る
ス
ペ

ー
ス
が
あ
る
と
あ
り
が
た
い
で

す
。

　

市
民
病
院
に
は
、
ご
意
見
を

い
た
だ
き
ま
し
た
食
事
な
ど
を

す
る
た
め
の
ス
ペ
ー
ス
は
、
専

用
の
場
所
と
し
て
設
け
て
お
り

ま
せ
ん
。
売
店
で
購
入
し
た
飲

み
物
や
弁
当
な
ど
を
食
べ
ら
れ

る
と
き
は
、
売
店
を
出
て
す
ぐ

左
側
の
中
庭
と
、
薬
局
待
合
横

の
中
庭
に
、
い
す
や
テ
ー
ブ
ル

が
設
置
し
て
あ
り
ま
す
の
で
、

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
２
階
か
ら
７
階
の
、

東
西
病
棟
を
つ
な
ぐ
通
路
の
南

側
は
に
デ
イ
ル
ー
ム
が
あ
り
ま

す
。
そ
こ
に
も
、
い
す
や
テ
ー

ブ
ル
、
給
茶
器
な
ど
が
設
置
し

て
あ
り
ま
す
。
併
せ
て
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

　

狭
心
症
や
心
筋
梗
塞
の
治
療
と

し
て
、
薬
物
療
法
、
カ
テ
ー
テ
ル

に
よ
る
治
療
と
並
ん
で
、
冠
動
脈

バ
イ
パ
ス
手
術
が
あ
り
ま
す
。

　

冠
動
脈
バ
イ
パ
ス
手
術
と
い
う

の
は
、
道
路
の
バ
イ
パ
ス
と
同
じ

で
、
血
管
内
部
が
細
く
な
り
血
液

の
流
れ
が
悪
く
な
っ
て
い
る
冠
動

脈
に
対
し
、
迂
回
す
る
道
を
作
っ

て
流
れ
を
よ
く
す
る
手
術
で
す
。

　

国
内
で
は
、
年
間
約
２
万
人
の

患
者
さ
ん
が
冠
動
脈
バ
イ
パ
ス
手

術
を
受
け
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

こ
こ
２
・
３
年
は
、
カ
テ
ー
テ
ル

治
療
で
使
う
ス
テ
ン
ト
に
長
期
間

持
ち
こ
た
え
る
物
が
現
れ
、
血
管

の
拡
張
に
よ
っ
て
血
流
を
回
復
さ

せ
る
例
が
増
え
た
た
め
、
若
干
減

少
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

　

バ
イ
パ
ス
に
使
う
血
管
と
し
て

は
、
肋
骨
の
裏
側
に
あ
る
内
胸
動

脈
、
腕
の
橈
骨
（
と
う
こ
つ
）
動

脈
、
あ
る
い
は
足
の
静
脈
な
ど
が

あ
り
、
こ
れ
ら
を
利
用
し
て
、
冠

動
脈
の
末
梢
ま
で
血
液
が
行
く
よ

う
に
縫
い
合
わ
せ
ま
す
（
吻
合
と

い
い
ま
す
）。術
後
の
一
時
不
安
定

な
時
期
を
乗
り
越
え
れ
ば
、
退
院

後
は
通
常
は
旅
行
な
ど
に
行
っ
て

い
た
だ
く
こ
と
も
可
能
で
す
。

　

患
者
さ
ん
は
循
環
器
内
科
で
検

査
の
後
、
冠
動
脈
バ
イ
パ
ス
術
の

必
要
性
が
あ
れ
ば
、
当
科
（
心
臓

血
管
外
科
）
を
受
診
し
て
い
た
だ

く
わ
け
で
す
が
、
何
で
も
お
話
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
の
で
お
気
軽

に
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

前
心
臓
血
管
外
科
医
　
増
本
　
弘

（
現
名
古
屋
共
立
病
院
医
）

冠
動
脈
バ
イ
パ
ス
手
術
の
お
話

狭
心
症
・
心
筋
梗
塞
の

治
療
と
予
防
に
つ
い
て

狭
心
症
・
心
筋
梗
塞
の

治
療
と
予
防
に
つ
い
て

狭
心
症
・
心
筋
梗
塞
と
は

　

心
臓
に
血
液
を
送
る
動
脈
は
冠

動
脈
と
呼
ば
れ
ま
す
。
狭
心
症
は

こ
の
冠
動
脈
が
細
く
な
り
、
血
流

が
低
下
し
た
状
態
で
す
。
ま
た
、

心
筋
梗
塞
は
冠
動
脈
が
閉
塞
し
て

心
筋
へ
の
血
流
が
遮
断
さ
れ
、
心

筋
が
壊
死
（
え
し
）
し
た
状
態
で

す
。
い
ず
れ
も
生
命
に
か
か
わ
る

重
大
な
病
気
で
す
。

症
状

　

主
症
状
は
胸
痛
で
す
。
特
に
強

い
胸
痛
が
起
き
た
場
合
は
、
速
や

か
に
（
救
急
車
で
、
夜
間
で
も
）

医
療
機
関
へ
受
診
す
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。

治
療

　

狭
心
症
の
治
療
は
、
薬
物
療
法

や
、
手
首
や
足
の
付
け
根
（
ソ
ケ

イ
部
）
の
動
脈
か
ら
管
（
カ
テ
ー

テ
ル
）
を
挿
入
し
て
狭
く
な
っ
た

冠
動
脈
を
バ
ル
ー
ン
（
風
船
）
や

ス
テ
ン
ト
（
筒
状
の
金
網
）
で
拡

張
す
る
経
皮
的
冠
動
脈
形
成
術
、

新
し
く
血
管
を
つ
な
げ
る
冠
動
脈

バ
イ
パ
ス
手
術
が
あ
り
ま
す
。
治

療
法
は
患
者
さ
ん
の
そ
れ
ぞ
れ
の

病
状
に
合
わ
せ
選
ば
れ
ま
す
。

　

突
然
冠
動
脈
が
閉
塞
し
て
起
こ

る
急
性
心
筋
梗
塞
の
治
療
は
、
緊

急
を
要
す
る
の
で
経
皮
的
冠
動
脈

形
成
術
を
行
い
、
閉
塞
し
た
冠
動

脈
を
な
る
べ
く
早
く
再
開
通
さ
せ

る
こ
と
（
再
潅
流
療
法
）
が
重
要

で
す
。

狭
心
症
・
心
筋
梗
塞
の
予
防

　

狭
心
症
や
心
筋
梗
塞
を
起
こ
し

や
す
く
す
る
危
険
因
子
（
冠
危
険

因
子
）
と
し
て
、
喫
煙
、
高
脂
血

症
（
血
中
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
や
中

性
脂
肪
が
高
い
状
態
）、高
血
圧
、

糖
尿
病
、
肥
満
な
ど
が
あ
げ
ら
れ

ま
す
。
最
近
話
題
の
メ
タ
ボ
リ
ッ

ク
症
候
群
も
危
険
因
子
の
１
つ
で

す
。

　

狭
心
症
や
心
筋
梗
塞
の
予
防
は
、

こ
れ
ら
危
険
因
子
の
予
防
治
療

（
食
事
療
法
、
運
動
療
法
、
薬
物

療
法
な
ど
）
に
な
り
ま
す
。
詳
し

く
は
、
皆
さ
ん
の
主
治
医
に
相
談

し
て
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　

循
環
器
科
　
寺
沢
彰
浩

１．たばこ喫煙
２．高脂血症・・総コレステロール220ml/dl以上　ＬＤＬ− Ｃ140ml/dl以上　
　　　　　　　　ＨＤＬ− Ｃ40ml/dl未満　中性脂肪150ml/dl以上
３．高血圧・・・140/90㎜Hg以上
４．糖尿病
５．肥満・・・・ＢＭＩ［体重(㎏)/{身長(ｍ)の二乗}］＝25以上
　　　　　　　　かつウエスト周囲径男性85㎝以上・女性90㎝以上

急性心筋梗塞に対する緊急経皮的冠動脈形成術による再潅流療法

閉塞した冠動脈が再開通されている。(矢印）

狭心症・心筋梗塞の危険因子
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れ
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。

　

市
民
病
院
に
は
、
ご
意
見
を

い
た
だ
き
ま
し
た
食
事
な
ど
を

す
る
た
め
の
ス
ペ
ー
ス
は
、
専

用
の
場
所
と
し
て
設
け
て
お
り

ま
せ
ん
。
売
店
で
購
入
し
た
飲

み
物
や
弁
当
な
ど
を
食
べ
ら
れ
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あ
り
ま

す
。
そ
こ
に
も
、
い
す
や
テ
ー

ブ
ル
、
給
茶
器
な
ど
が
設
置
し

て
あ
り
ま
す
。
併
せ
て
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

　

狭
心
症
や
心
筋
梗
塞
の
治
療
と

し
て
、
薬
物
療
法
、
カ
テ
ー
テ
ル

に
よ
る
治
療
と
並
ん
で
、
冠
動
脈

バ
イ
パ
ス
手
術
が
あ
り
ま
す
。

　

冠
動
脈
バ
イ
パ
ス
手
術
と
い
う

の
は
、
道
路
の
バ
イ
パ
ス
と
同
じ

で
、
血
管
内
部
が
細
く
な
り
血
液

の
流
れ
が
悪
く
な
っ
て
い
る
冠
動

脈
に
対
し
、
迂
回
す
る
道
を
作
っ

て
流
れ
を
よ
く
す
る
手
術
で
す
。

　

国
内
で
は
、
年
間
約
２
万
人
の

患
者
さ
ん
が
冠
動
脈
バ
イ
パ
ス
手

術
を
受
け
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

こ
こ
２
・
３
年
は
、
カ
テ
ー
テ
ル

治
療
で
使
う
ス
テ
ン
ト
に
長
期
間

持
ち
こ
た
え
る
物
が
現
れ
、
血
管

の
拡
張
に
よ
っ
て
血
流
を
回
復
さ

せ
る
例
が
増
え
た
た
め
、
若
干
減

少
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

　

バ
イ
パ
ス
に
使
う
血
管
と
し
て

は
、
肋
骨
の
裏
側
に
あ
る
内
胸
動

脈
、
腕
の
橈
骨
（
と
う
こ
つ
）
動

脈
、
あ
る
い
は
足
の
静
脈
な
ど
が

あ
り
、
こ
れ
ら
を
利
用
し
て
、
冠

動
脈
の
末
梢
ま
で
血
液
が
行
く
よ

う
に
縫
い
合
わ
せ
ま
す
（
吻
合
と

い
い
ま
す
）。術
後
の
一
時
不
安
定

な
時
期
を
乗
り
越
え
れ
ば
、
退
院

後
は
通
常
は
旅
行
な
ど
に
行
っ
て

い
た
だ
く
こ
と
も
可
能
で
す
。

　

患
者
さ
ん
は
循
環
器
内
科
で
検

査
の
後
、
冠
動
脈
バ
イ
パ
ス
術
の

必
要
性
が
あ
れ
ば
、
当
科
（
心
臓

血
管
外
科
）
を
受
診
し
て
い
た
だ

く
わ
け
で
す
が
、
何
で
も
お
話
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
の
で
お
気
軽

に
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

前
心
臓
血
管
外
科
医
　
増
本
　
弘

（
現
名
古
屋
共
立
病
院
医
）

冠
動
脈
バ
イ
パ
ス
手
術
の
お
話

狭
心
症
・
心
筋
梗
塞
の

治
療
と
予
防
に
つ
い
て

狭
心
症
・
心
筋
梗
塞
の

治
療
と
予
防
に
つ
い
て

狭
心
症
・
心
筋
梗
塞
と
は

　

心
臓
に
血
液
を
送
る
動
脈
は
冠

動
脈
と
呼
ば
れ
ま
す
。
狭
心
症
は

こ
の
冠
動
脈
が
細
く
な
り
、
血
流

が
低
下
し
た
状
態
で
す
。
ま
た
、

心
筋
梗
塞
は
冠
動
脈
が
閉
塞
し
て

心
筋
へ
の
血
流
が
遮
断
さ
れ
、
心

筋
が
壊
死
（
え
し
）
し
た
状
態
で

す
。
い
ず
れ
も
生
命
に
か
か
わ
る

重
大
な
病
気
で
す
。

症
状

　

主
症
状
は
胸
痛
で
す
。
特
に
強

い
胸
痛
が
起
き
た
場
合
は
、
速
や

か
に
（
救
急
車
で
、
夜
間
で
も
）

医
療
機
関
へ
受
診
す
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。

治
療

　

狭
心
症
の
治
療
は
、
薬
物
療
法

や
、
手
首
や
足
の
付
け
根
（
ソ
ケ

イ
部
）
の
動
脈
か
ら
管
（
カ
テ
ー

テ
ル
）
を
挿
入
し
て
狭
く
な
っ
た

冠
動
脈
を
バ
ル
ー
ン
（
風
船
）
や

ス
テ
ン
ト
（
筒
状
の
金
網
）
で
拡

張
す
る
経
皮
的
冠
動
脈
形
成
術
、

新
し
く
血
管
を
つ
な
げ
る
冠
動
脈

バ
イ
パ
ス
手
術
が
あ
り
ま
す
。
治

療
法
は
患
者
さ
ん
の
そ
れ
ぞ
れ
の

病
状
に
合
わ
せ
選
ば
れ
ま
す
。

　

突
然
冠
動
脈
が
閉
塞
し
て
起
こ

る
急
性
心
筋
梗
塞
の
治
療
は
、
緊

急
を
要
す
る
の
で
経
皮
的
冠
動
脈

形
成
術
を
行
い
、
閉
塞
し
た
冠
動

脈
を
な
る
べ
く
早
く
再
開
通
さ
せ

る
こ
と
（
再
潅
流
療
法
）
が
重
要

で
す
。

狭
心
症
・
心
筋
梗
塞
の
予
防

　

狭
心
症
や
心
筋
梗
塞
を
起
こ
し

や
す
く
す
る
危
険
因
子
（
冠
危
険

因
子
）
と
し
て
、
喫
煙
、
高
脂
血

症
（
血
中
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
や
中

性
脂
肪
が
高
い
状
態
）、高
血
圧
、

糖
尿
病
、
肥
満
な
ど
が
あ
げ
ら
れ

ま
す
。
最
近
話
題
の
メ
タ
ボ
リ
ッ

ク
症
候
群
も
危
険
因
子
の
１
つ
で

す
。

　

狭
心
症
や
心
筋
梗
塞
の
予
防
は
、

こ
れ
ら
危
険
因
子
の
予
防
治
療

（
食
事
療
法
、
運
動
療
法
、
薬
物

療
法
な
ど
）
に
な
り
ま
す
。
詳
し

く
は
、
皆
さ
ん
の
主
治
医
に
相
談

し
て
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　

循
環
器
科
　
寺
沢
彰
浩

１．たばこ喫煙
２．高脂血症・・総コレステロール220ml/dl以上　ＬＤＬ− Ｃ140ml/dl以上　
　　　　　　　　ＨＤＬ− Ｃ40ml/dl未満　中性脂肪150ml/dl以上
３．高血圧・・・140/90㎜Hg以上
４．糖尿病
５．肥満・・・・ＢＭＩ［体重(㎏)/{身長(ｍ)の二乗}］＝25以上
　　　　　　　　かつウエスト周囲径男性85㎝以上・女性90㎝以上

急性心筋梗塞に対する緊急経皮的冠動脈形成術による再潅流療法

閉塞した冠動脈が再開通されている。(矢印）

狭心症・心筋梗塞の危険因子
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 第２号
 春日井市民病院

ホームページ　http://www.hospital.kasugai.aichi.jp
問い合わせ　春日井市民病院（☎57－0057）へ

七夕会
７月２日（水）13：30〜15：00
西２階病棟
７月８日（火）14：30〜15：30
西５階病棟
７月９日（水）15：00〜16：00
東５階病棟

ハワイアンショー

８月２日（土）14：00〜14：30

１階中央ホール

市民病院の主な行事

　

４
月
１
日
〜
５
月
16
日
の

間
、
新
人
看
護
師
の
研
修
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

最
初
の
週
は
、
市
民
病
院

の
紹
介
や
看
護
の
あ
り
方
な

ど
を
全
員
で
聴
講
し
、
2
週

目
か
ら
は
実
技
研
修
に
入
り

ま
し
た
。
新
人
看
護
師
は
5

〜
8
人
の
グ
ル
ー
プ
に
な
っ

て
、
注
射
・
酸
素
投
与
・
輸

液
管
理
・
心
電
図
モ
ニ
タ
ー

の
観
察
・
病
院
シ
ス
テ
ム
の

操
作
な
ど
を
学
び
ま
し
た
。

　

師
長
や
主
査
看
護
師
の
熱

心
な
指
導
の
も
と
、
新
人
看

護
師
は
真
剣
な
面
持
ち
で
シ

ス
テ
ム
や
器
械
を
操
作
し
た

り
、
疑
問
点
に
つ
い
て
質
問

し
た
り
、
指
導
内
容
を
確
認

し
た
り
し
て
い
ま
し
た
。

清
掃
活
動

　

５
月
20
日
3
、
市
民
病
院
周
辺
で
清

掃
活
動
が
行
わ
れ
、
病
院
職
員
ら
１
５

０
人
が
参
加
し
て
、
ご
み
回
収
や
草
抜

き
を
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
研
修
に
参
加
し
た
小
林
さ

ん
の
感
想
で
す
。

　

私
た
ち
は
、
と
て
も
恵
ま
れ
た
環

境
で
研
修
が
で
き
た
と
思
い
ま
す
。

6
人
程
度
の
グ
ル
ー
プ
で
行
う
の
で

質
問
し
や
す
く
、
そ
の
場
で
疑
問
を

解
決
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、
実
際
の

病
棟
で
行
っ
た
の
で
、
イ
メ
ー
ジ
し

や
す
く
、
す
ぐ
に
実
践
で
き
る
こ
と

で
、
技
術
を
習
得
で
き
ま
し
た
。

　
　
　
　

東
７
階
病
棟　

小
林
千
花

Mobile MIMASの携帯端末と特徴
　
高速画像転送
ＣＤＭＡ　Ｘ１とＷＩＮ
端末を用いることにより
短時間で画像転送が可能。
伝送速度　下り最大2.4M
bit/秒
ＣＴ画像１枚あたり１〜
２秒
高画質・高圧縮
静止画像符号化の国際基
準であるJPEG2000を用い
て医用画像を圧縮。（従来
のJPEGの２倍以上の圧縮
効果）高画質医用画像の
高速画像伝送が可能。　

※ＫＤＤＩ資料より一部改変

　

市
民
病
院
で
は
、
救
急
患
者
さ

ん
に
行
っ
た
頭
部
の
C
T
画
像
を

携
帯
電
話
を
用
い
て
、
病
院
外
に

い
る
脳
神
経
外
科
医
師
が
閲
覧
で

き
る
態
勢
を
と
っ
て
い
ま
す
。
こ

れ
に
よ
っ
て
異
常
の
見
落
と
し
や

　
　
　
　
　
　

誤
診
の
危
険
性
が

　
　
　
　
　
　

減
少
し
、
早
期
診

　
　
　
　
　
　

断
、
早
期
治
療
が

　
　
　
　
　
　

可
能
に
な
っ
て
い

　
　
　
　
　
　

ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　

こ
の
シ
ス
テ
ム

　
　
　
　
　
　

で
は
、
市
民
病
院

　
　
　
　
　
　

の
３
名
の
脳
神
経

　
　
　
　
　
　

外
科
医
常
勤
医
が

　
　
　
　
　
　

各
自
携
帯
電
話
端

　
　
　
　
　
　

末
を
持
ち
、
必
要

　
　
　
　
　
　

な
と
き
に
自
分
の

　
　
　
　
　
　

パ
ス
ワ
ー
ド
で
名

　
　
　
　
　
　

古
屋
大
学
内
の
サ

　
　
　
　
　
　

ー
バ
に
ア
ク
セ
ス

　
　
　
　
　
　

で
き
ま
す
。
デ
ー

　
　
　
　
　
　

タ
は
高
速
で
伝
送

　
　
　
　
　
　

さ
れ
る
の
で
、
Ｃ

Ｔ
画
像
を
閲
覧
す

る
の
に
通
常
１
分

か
か
り
ま
せ
ん
。

　

救
急
外
来
患
者

さ
ん
の
頭
部
Ｃ
Ｔ

画
像
は
、
ま
ず
初

期
診
療
担
当
の
医

師
が
指
示
を
出
し

て
読
影
し
ま
す
。

も
し
判
読
に
悩
む

よ
う
な
症
例
に
遭

遇
し
た
と
き
に
は
、

即
座
に
画
像
を
サ

ー
バ
に
伝
送
し
て
、

脳
神
経
外
科
医
に

よ
る
診
断
を
受
け

る
こ
と
が
可
能
で

す
。
こ
の
た
め
、

以
前
の
よ
う
に
、

頭
部
Ｃ
Ｔ
画
像
の

読
影
の
た
め
だ
け

に
夜
間
緊
急
出
勤

す
る
必
要
が
な
く

な
り
ま
し
た
。

　

平
成
19
年
に
は
、
３
万
６
６
４

１
名
の
時
間
外
救
急
患
者
の
う
ち
、

頭
部
Ｃ
Ｔ
ス
キ
ャ
ン
は
２
５
３
９

例
行
い
、
画
像
伝
送
を
行
っ
た
の

は
、
70
回
で
し
た
。

　

シ
ス
テ
ム
の
安
全
性
に
つ
い
て

は
、
専
用
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
利
用

や
サ
ー
バ
へ
の
ア
ク
セ
ス
管
理
の

導
入
な
ど
の
対
策
を
行
っ
て
い
る

た
め
、
医
療
情
報
や
個
人
情
報
な

ど
が
外
部
に
漏
れ
る
こ
と
は
あ
り

ま
せ
ん
。

　

携
帯
電
話
端
末
を
用
い
た
医
用

画
像
高
速
伝
送
表
示
シ
ス
テ
ム
の

導
入
に
よ
っ
て
、
救
急
外
来
の
初

期
診
療
医
に
よ
る
、
頭
部
Ｃ
Ｔ
画

像
の
誤
認
や
見
落
と
し
が
避
け
ら

れ
、
患
者
さ
ん
を
守
る
一
つ
の
手

段
と
し
て
大
変
有
効
で
す
。　
　

　
　
　

脳
神
経
外
科
　
桑
山
直
人

Mobile MIMASネットワーク構成イメージ

関連病院
大学医学部付属病院等センター病院

専門医

モバイル
ネットワークブロードバンド

ネットワーク

画像送信

画像閲覧
Mobile MIMAS
ビューア
(携帯電話)

Mobile MIMASサーバ

緊急時、専門医が画像を速やかに閲覧し、
各関連病院にアドバイスを与えることがで
きます。

病院外

※ＫＤＤＩ資料より一部改変

緊
急
時
は
院
外
で
も
頭
部

Ｃ
Ｔ
画
像
診
断
を
行
い
ま
す

緊
急
時
は
院
外
で
も
頭
部

Ｃ
Ｔ
画
像
診
断
を
行
い
ま
す

緊
急
時
は
院
外
で
も
頭
部

Ｃ
Ｔ
画
像
診
断
を
行
い
ま
す

新
人
看
護
師
研
修


